
海外運用の先駆者達　～ 20 世紀に海外でアマチュア無線を運用した日本人達～

その 98　今回の記事は 1995 年のヨーロッパです 1995 年 (2)

「あの人は今 ( 第 23 回 )」 JR1KWR 大久保明氏

JA3AER 荒川泰蔵

■ 1995 年 ( トルコ TA1ZG, TA1ZH)

JA3ULS 木村千良氏は、 XYL の JL3GOI まりさんと共にトルコで免許を取得し、イスタンブールとテキルダで運
用したと、手紙と共にアンケートをよせてくれた ( 写真 1 ～ 3)。「トルコの免許申請につきましては、知人の
TA1AL, Mustafa が私達本人よりも熱心にやってくれました。1 エリアでの免許の申請及び発給は、ボスポラス
海峡に面したイスタンブールの PTT オフィスで行われます。申請に必要な書類は、1. 無線従事者免許の英文証
明 ( 局免許の英文証明は不要でした )、2. 写真 2 枚 (5 x 5cm 程度 )、3. 必要事項を記入した申請書でした。私達
の場合は、無線従事者免許の英文証明は、公証人の TA1FA, Suat の手でトルコ語に翻訳したものを一緒に提出
したので、免許発給作業がスムースに行われたものと思います。私達は、TA1/JA3ULS と、TA1/JL3GOI にな
るだろうと思っていたのですが、TA1ZG と、TA1ZH のコールサインとなり大喜びでした。理由はよくわかりま
せんが、察するところ、1. 日本人という事で、特別に長期滞在者のコールサインを発給した。このことはかな
り可能性があります。とにかくイスタンブールに限らず、どこへ行っても彼らはヨーロッパ人よりも日本人に
対して極めて親切でした。2. 免許発給時のコールサイン割当規則が、各地方の PTT に周知徹底されていない、( し
かし、TA1/ ホームコールで QRV している局もあり、この可能性は少ないと思います )、といったところでしょ
うか。リグやアンテナの持ち込みに関しては、特に調べられることもなく、全く問題ありませんでした。私は
TA1ZG で 14MHz と 21MHz の SSB で約 200 局と QSO しましたが、TA1ZH は YL 局でヨーロッパの男性にモ
テモテで、約 500 局と QSO できました。尚、免許状には “ トルコでの滞在をお楽しみください ” といった一文
が添えられていたことを付け加えておきます。また、テキルダでの運用は、TA1FA, Suat の別荘からでした。(1995
年 12 月記 )」

尚、JA3ULS 木村千良氏は、当誌 2020 年 7 月号の「今月のハム」に紹介されており、JL3GOI 木村まりさんは、
当誌 2020 年 1 月号に「YL ハムのカンボジア日記」と題した記事を特別寄稿しておられます。

写真 1.　TA1ZG と TA1ZH 木村千良氏、まりさんご夫妻の QSL カードの表と裏。

■今回の記事は 1995 年のヨーロッパです

今回は 1995 年の第 2 回目で、ヨーロッパで運用した方々の紹介です。筆者はそのヨーロッパの英国に駐在し
ていた時代ですので、ヨーロッパの各地で運用された方々のアンケートから記事にまとめつつ、英国を基点に
それらの国々へも出かけて運用しておけば良かったと、少々残念に思っています。尚、今月の「あの人は今 ( 第
23 回 )」は、ヨーロッパが大好きな JR1KWR 大久保明氏の紹介です。



写真 2.　TA1ZG と TA1ZH 木村千良氏、まりさんご夫妻とそのトルコの友人達との共同 QSL カードの表と裏。

写真 3.　( 左 )TA1ZG 木村千良氏の日本の免許証のトルコ語翻訳証明書と、( 右 )TA1ZG 木村千良氏の免許状。

■ 1995 年 ( チェコ OK8RTO)

JH6RTO 福島誠治氏は、国際会議でチェコを訪れた際、特別に取得された OK8RTO で、プラハから 10, 14MHz
の CW と SSB で運用したと、アンケートを寄せてくれた ( 写真 4)。「レーザー関連の学術会議、Advanced Laser 
Technology '95 での招待講演の折り、宿泊したビジネスホテルから運用致しました。アンテナは短縮 DP を窓
から出し、50W で細々出しましたが、選り好みをせずに 15 カントリー、3 大陸取れました。非常に狭い範囲
に、アクティビティの高いカントリーが多数あるヨーロッパならではという感じです。プラハ市内はほぼ常時
10MHz 帯以上で S9 のノイズがありました。上記は 7 時間の運用成果です。(1995 年 10 月記 )」

写真 4.　OK8RTO 福島誠
治氏の QSL カードの表裏。



写真 5.　OZ/AH0AV 福島誠治氏の免許状。

■ 1995 年 ( デンマーク OZ/AH0AV)

JH6RTO 福島誠治氏は、国際会議でチェコを訪れ、OK8RTO で運用した帰途、デンマークのコペンハーゲンか
ら OZ/AH0AV の短期免許を得て、3.5, 14MHz の CW で運用したと、アンケートを寄せてくれた ( 写真 5 及び

6)。「チェコからの帰りの週末に寄りました。JA 免許では許可されないと聞いていましたので、相互運用協定の
ある FCC 免許で申請しました。免許は 3 ケ月までは OZ/Own Call で許可され、375 デンマーク・クローネ ( 約
7,000 円 ) と大変高いです。私の場合、単価 2,000 円 / 日、300 円 /QSO です。この免許で OY は出られますが、
OX は不可です。ホテルの窓 ( 約 20m 高 ) から短縮 DP+50W で運用し、15 カントリー (OK の時となぜか同じ )、
2 大陸と QSO 出来ました。運用は約 5 時間です。OZ/AH0AV は珍しいコールサインなのか ( 珍しいでしょうね。
デンマークでサイパンの人は見ないでしょう )、QSL カード是非送って下さいという話が多かったです。(1995
年 10 月記 )」



■ 1995 年 ( スイス HB9LEY)

JA1LZR 岩倉襄氏は、スイスで免許を得た時の様子を、関連書類のコピーと共にアンケートで寄せてくれた ( 写

真 7 及び 8)。「免許になった経緯は次の通りです。1995 年 7 月 3 日スイスに到着。8 月 2 日チューリッヒの
PTT に問い合わせ。同日付の PTT より手紙と共に、免許の申請用紙を受け取る。8 月 14 日パスポートのコピー、
労働許可証と FCC ライセンスのコピーを添付して、免許申請書を提出。8 月 23 日付で連邦 PTT より許可する
旨の連絡を受ける。8 月 29 日チューリッヒの PTT より、HB9LEY で免許される。9 月 7 日付で 90 スイス・フ
ランの手数料の請求を受け取る。(1995 年 10 月記 )」。アンケートに添えられた手紙には、「スイスの免許は
FCC ライセンスで簡単に、しかも短期間に入手できたことは大変ラッキーでした。アパート暮らしで思うよう
に運用出来ませんが、この CEPT ライセンスを活用して、ヨーロッパやアフリカからの運用を試みたいと思い
ます」とありました。

写真 6.　OZ/AH0AV 福島誠治氏の QSL カードの表裏。



写真 8.　HB9LEY 岩倉襄氏の免許状。

写真 7.　( 左 )HB9LEY 岩倉襄氏の免許申請書と、( 右 ) それを許可する旨のレター。



■ 1995 年 ( 英国 GB4SUK)

JA3AER 筆者は、勤務先のシャープ英国生産会社 (SUKM) のオープンデーに、特別コールサイン GB4SUK の運
用許可を得て、運用した記録を残していた ( 写真 9 ～ 11)。「シャープ株式会社の英国生産会社は、創立 10 周
年を記念してオープンデーを開催することになった。これは従業員の家族だけでなく、地域の人達を工場に招
き、生産工場を見学して頂くと共に、日系企業であることから駐在員やその家族が日本の文化を紹介し、地
域社会の人々と交流を図る場としたものである。その 1 つの催しとして、ローカルのアマチュア無線家の協
力を得て、アマチュア無線局の公開運用をすることにした。そのための特別コールサインを申請するにあた
り GB2SUK(SHARP U. K.) を申請したところ、このコールサインは既にソニー株式会社が使用しているとの事、
仕方なく GB4SUK のコールサインで運用許可を貰った。1995 年 7 月 8 日当日は朝から GW3UOO, Derek と
GW4HER, Sylvia 夫妻、GW0MVL, Ian の協力を得て SUKM の事務棟の一室に無線機を持ち込み、その屋上に
アンテナを設置、運用を開始した。午後からは、当地レクサム (Wrexham) 市の市長ご夫妻にも、GB4SUK の
運用を見学頂いた。14MHz, SSB などでヨーロッパを中心に 40 局余りと QSO 出来、ゲスト帖には GW1AXT, 
GW3GSJ, GW1HFW, GW6SZF, GW3RBM, GW7OKI などのサインがあった。尚、GW1AXT, Philip は SUKM の営
業担当社員、GW3UOO, Derek はシャープ英国販売会社 (SUK) の社員である。(1995 年 7 月記 )」

写真 9.　( 左 ) シャープ英国生産会社創業 10 周年記念のオープンデーのチラシ。
( 右 )RSGB 発行の、特別コールサイン GB4SUK の運用許可証。

写真 10.　( 左 ) シャープ英国生産会社の建物。( 右 )GB4SUK を運用する、
左から GW4HER, Sylvia、GW1MVL, Ian、GW0UOO, Derek の各氏。



写真 11.　( 左 ) レクサム市長夫妻に GB4SUK の公開運用を案内する筆者、運用は GW1MVL, Ian。
( 右 )GB4SUK の QSL カード。

■ 1995 年 ( アイスランド JA3IG/TF)

JA3IG 葭谷祐治氏は、アイスランドから JA3IG/TF のコールサインで免許を得て運用したと、ライセンスのコピー
と共にアンケートを寄せてくれた ( 写真 12)。「AA コンテスト参加の予定で、首都レイキャビク (Raykjavik) の
近くの GROTT Is. から QRV しましたが、Poor Condition のため、JA とは僅か 12 局との QSO でした。アンテ
ナは八木ビームとデルタループ。リグは FT-900 でした。TF からのファースト・ライセンス JA 局でした。(1995
年 7 月記 )

写 真 12.　JA3IG/TF　 葭 谷
祐治氏の免許状。



帰国後は、マンション住まいで ANT の制約から、思うように運用できませんが、JA の局免は忘れずに更新し
ています。当初 FCC のライセンスで更新していたのですが、英国の CEPT ライセンスが永久ライセンスになり、
現在は英国の免許で更新しています。毎年東京ビックサイトのハムフェアで、海外でアイボール QSO いただい
た OM さんとの再会を楽しみにしているのですが、昨年はコロナでかなわずとても残念です。最近は、電子本
作家として2014年から「ヨーロッパシリーズ写真集」をキンドルから22冊出版しています。相変わらずヨーロッ
パが大好きで、毎年ヨーロッパ旅行をしていたのですが、コロナで昨年の予約は全部キャンセルとなりました。
そんな訳で、もっか「東京シリーズ写真集」に取り組んでいます。(2021 年 2 月記 )」尚、大久保氏の「ヨーロッ
パ写真集」のホームページは、tabics.com です。

写真 13.　( 左 )G0LHB 大久保
明氏の裏庭に張られた G5RV
ア ン テ ナ。( 右 )G0LHB の
シャックにて、DXCC の賞状
を手にした大久保明氏。

		              「あの人は今 ( 第 23 回 )」 JR1KWR 大久保明氏

ヨーロッパが大好きな JR1KWR 大久保明氏の、G0LHB としての英国での運用については、( その 52)2017 年
7 月号に紹介させて頂きましたが、その大久保氏から、近況をお知らせ頂きましたので、ここに紹介させて頂
きます ( 写真 13 及び 14)。「1970 年夏に東京都中央区で JR1KWR を開局、昨年開局 50 周年を無事に迎えるこ
とができました。子供の頃からヨーロッパに憧れ、DX・QSO で強い刺激を受けました。バックパッカーとして、
ヨーロッパ 18 カ国 80 都市をユーレイルパスで旅し、将来はヨーロッパに住んでみたいと思うようになりまし
た。念願がかなって、1986 年冬にロンドン駐在の機会を得たのですが、ドイツのように JA と相互運用協定が
なく、RSGB の試験に合格して 1989 年春に G0LHB をロンドンで開局しました。ファーストフロアのバルコニー
に、目立たない様に壁と同じ白色に塗った 14MHz のモービル ANT を運用時だけ置いて DX をスタートしまし
た。その後 1990 年にバークシャーの田舎に引っ越したので、4 バンドバーチカル ANT を裏庭に建て、外から
目立たない様に 1 メートルの高さで運用を始めました。それでもコンディションが良く、28MHz で JA とラグ
チューができ、毎日アクティブに運用したのですが、TVI で苦情を受けて即 QRT することになりました。80 カ
ントリーをゲットできました。英国で多くの JA ハムと親交を深めることができ、長いハムライフで大きな宝
物となりました。2001 年春に運よく英国の同じ場所に赴任となり、再度 G0LHB を開局しました。裏庭の木に
G5RV を枝に隠れるように張って DX を始めましたが、コンディションが前回の 1990 年頃と比べてかなり悪く、
なかなかニューが増えませんでした。それでも前回と合わせて 110 カントリーをコンファームして DXCC の賞
状が ARRL から届いた時の嬉しかった思いは、今でも忘れません。

写真 14.　( 左 ) デイトンハムベ
ンションにて、WR6M 名黒和史
氏と AB2UD 大久保明氏。( 右 )
ARRL のクラブ局 W1AW をゲス
トオペする AB2UD 大久保明氏。

その後 2003 年春に米国 NJ に転勤しました。ハムライフのお土産に Extra の試験に合格して 2005 年春に
AB2UD を開局しました。米国滞在中は、デイトンハムベンションを訪問、ARRL 訪問では W1AW を運用しました。
残念なことに、8 階のアパートに ANT 設置が出来ず、QSO しないでその秋に帰国しました。


